
 

 

 

 

 

 

「仲間とともに、粘り強く、主体的に学びに向かう子どもを育てるために」 

教頭 柴田 和千代 

 
１２月に入り一気に雪が積もり始め、気付けば根雪になりました。気象庁による向こう３か月の

天候の見通しでは、日本海側・オホーツク海側では、低気圧の影響を受けやすく、冬型の気圧配置

が強まる時期もあるため、降水量は平年並か多く、また、日本海側の降雪量は、平年並か多いとい

うことです。その原因は、「ラニーニャ現象」によるものと考えられています。ラニーニャ現象とは、

南米ペルー沖の海水温が低く、フィリピン付近の海水温が高い現象のことで、それに伴い、シベリ

アからの寒気が流れ込みやすくなる北海道は、低気圧の影響を受けやすくなります。既に、岩見沢

市の積雪状況は、昨年の３倍にも達し、１７日現在では１１８ｃｍの積雪を記録しています。過去、

ラニーニャ現象が発生した年はいずれも大雪となりました。今、道内では、インフルエンザやコロ

ナウイルス感染症などが猛威を振るっています。体調管理に気を付けることも大切ですが、この冬

は、天候にも細心の注意が必要です。 

さて、今年度、本校は学校教育目標を改訂し、目指す教育を「未来を切り拓くたくましい子ども

の育成」としました。学校教育目標を検討するにあたり、昨年度、全職員でグループワークに取り

組み、目指す子どもの姿について話し合いました。特に、目指す教育とした「たくましい子ども」

に関わる内容は、多くの教職員の共通する話題となりました。 

先日、金沢大学の武居先生を招き、「非認知能力」について学

ぶ機会がありました。「非認知能力」とは、テストで測ることの

できない内面的スキルであり、豊かな人生を送る上で不可欠な

ものです。例えば、「目標を決めて一途に取り組む」「失敗して

も再度挑戦する」「意欲的に取り組む」「周りの人と円滑にやり

取りできる」「自分を信じる」「ゼロから発想する力」などです。

これらの力を育むための具体的なポイントとして、「先生の話す

量を減らす」「先生の権限をなるべく子どもに委譲する」「やら

され感ではなく、自分たちで作ったという達成感を味わわせる」

ことを教えていただきました。子ども自身が自分を認め、自信

をもって生活できるためには、子どもを十分に認める（褒める）ことや、認められる経験や達成感

を積み重ねる経験を増やすことで、自己肯定感が育まれ、それらが、自己理解や障がい受容、障が

い認識につながり、「非認知能力」が高まっていくのだそうです。改めて、日ごろの子どもたちとの

関わり方を振り返る機会になりました。これらのことは、子どもたちに関わる全ての大人の役割で

あるとも感じます。 

学校教育目標を具現化するためには、私たち自身が子どもたちに対する日常のかかわり方や、視

点を捉え直す必要があることに気付くこと、つまり、私たち自身が「非認知能力」を高めていくこ

とが大切だということです。 

２０２４年もまもなく終わり、新しい年を迎えます。２０２５年は、デフリンピックが日本で初

めて開催される記念すべき年です。たくさんの方に夢と感動を与える大会

になることをとても期待しています。学校でも子どもたちと共に、デフリ

ンピック２０２５東京において多くのアスリートの活躍を応援したいと

思います。この一年、本校の教育活動にご理解とご協力を賜り、心より感

謝申し上げます。どうぞ良い年をお迎えください。 
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北海道教育委員会が発行する広報誌「教育ほっ

かいどう家庭版『ほっとネット』」が電子発行に

なります。   

今後、 ICT を活用して皆様に広く周知していく

ために、今回、試験的に紙媒体での発行はせず、

電 子 発 行 す る こ と に な り ま し た 。 保 護 者 の 皆 様

は、右にあります QR コードを読み取り、ご覧い

ただきますようお願いします。  
 

  

 

 

 

 

 

 

アンケートもありますので  

ご協力お願いします！  

幼稚部  もちつき  

12 月の恒例行事「もちつき」。子どもたちは、小さいサイズ
の杵（それでも、幼児にとっては重い！） で一生懸命ぺったん
ぺったん餅をつき ました。最後は柴田教頭先生の力を借りて仕  
上げです。長―くのびる、立派な餅がつきあがりました。  
つきあがった餅は、年少・年中・年長に分かれ、それぞれ鏡

餅にしました。出来上がった３つの鏡餅は、丸く形が整った物
や大きくて元気なものなど、年少・年中・年長それぞれの思い
や成長の様子が感じ取れる物でした。立派な鏡餅を準備して、
みんな、新しい年を気持ちよく迎えられそうです。  
食べる方では、今年はしょうゆ・のり・きなこ・ハムの４種

類のもちを作って食べました。ハムもちは、年長さんのアイデ
ィアです。どの餅もとてもおいしく、おかわ りをする子もたく
さんいました。来年はどんな味の餅が登場するのか、 これも楽
しみの一つかもしれません。（島田）  

 

幼児児童生徒の様子 

 

 １４日（火）冬季講習会（中３～１５） 
 １６日（木）第3学期始業式 

月曜日課交通安全指導（～２０日） 
モード説明会（新小1・新中1）9:15～10:00 

 １７日（金）後期期末テスト（中3） 
SC来校日 

２０日（月）モード説明会（新幼3歳）10:30～11:30 
２１日（火）二計測（幼） 
２３日（木）PTA第2回茶話会 9:00～10:30 

PTA手話サークル⑧10:30～12:00 
２４日（金）英検③（一次） 
２７日（月）朝会（小） 
３０日（木）参観日（幼・中）、給食試食会 
３１日（金）参観日（小）、給食試食会 

高等聾学校入学選考検査日 
 

【日程調整中】  
色覚検査 
（小４・中１） 
耳鼻科相談日 
健康相談日 

～１月行事予定～  

教育ほっかいどう家庭版  

ほっとネット 


